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 ７月１３日（土）金沢泉丘・金沢西・金沢北陵・県立工業・津幡高校に勤務する ALT７名と本校 ALT２名を迎

えて、オールイングリッシュでの交流活動を行いました。国際人の先輩である ALT と活発に意見交換をするこ

とで、幅広い考え方に触れ、より国際的な視野で物事を考えられるようになることがこの交流の狙いです。１グ

ループに ALT１名という実践的な環境で、生徒たちは生きたコミュニケーションを満喫しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●生徒の感想 

・英語を学ぶことは、それで話すためだけではなく、話して相手のことを理解することで、視野を広げたりすることができるとわかった。 

・留学も将来の選択肢の一つだと思った。自分の英語をもっと高めて、世界でも仕事をしてみたいと思った。 

・ALTの授業は何度か受けていたが、ほとんど英語で会話し、議論し、他の人たちに発表するというのは初めてで、とても良い経験になった。 

・最初は不安しかなかったが、ALTの話は面白くいろいろなことを知ることができて本当に楽しかった。 

・今日感じた英語の楽しさや通じる嬉しさなどポジティブな部分も、通じないもどかしさや伝えきれない実力不足などネガティブな部分も、

忘れず糧にして英語の勉強を頑張っていきたいと思った。人文に来て良かった！ 

Part1. Talking Session 

校長先生も 
多言語で挨拶 

20 秒で自己紹介 

短い時間で印象深く！ 

ＡＬＴにインタビュー 

・なぜＡＬＴに？ 

・今後の人生プランは？ 

グループディスカッション 

・海外留学はすべき？ 

・海外で働くとは？ 

すべき？ 

発表の準備 

リハーサル 

TOPIC1: 

You should work abroad 

in the future. 

TOPIC2: 

You should study abroad 

after graduating H.S. 

Part2. Presentation 

プレゼンテーションと Q&A 

Yes, we should 

work abroad! 


